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　なお、河原田遺跡の遺物は、当初は他の遺
跡の遺物との混在はないと想定していたが、
宮西遺跡（田原市大久保町）の土器２点が混
ざっていたことが分かった。弥生土器の破片
の一部に横山将三郎氏が使用していた赤い接
着剤のようなものが付着していたため、横山
氏が発掘した宮西遺跡の実測図と照合したと
ころ、行方不明だった壺であることが判明し
た。
●今年度の成果
　2016年度は、河原田遺跡（昭和40年に旧宝
飯郡御津町の要請により、文学部史学科の歌
川學教授・名古屋大学助手の大参義一氏・学
生45名で調査を実施）の遺物整理を行なって
いる。
　綜合郷土研究所紀要第58・59・60号で、桒
原将人氏により報告された遺物、およびその
報告の準備段階で豊川市教育委員会の前田清
彦氏と西尾市教育委員会の鈴木とよ江氏にセ
レクトしていただいた資料は、選抜資料とし
て整理、そのほかはトレンチ・土№（発掘当
時、出土地点ごとに付された番号）ごとに整
理を行った。
　2016年11月現在、整理が済んだものは以下
の通りである。
　１トレンチ（1 ～ 13 区）　13 箱　   153 枚
　２トレンチ（1 ～ 7 区）　　4 箱　　 56 枚
　３トレンチ（1 ～ 9 区）　　4 箱　　 45 枚
　４トレンチ（1 ～ 6 区）　　5 箱　 　61 枚
　５トレンチ（1 ～ 7 区）　　2 箱　 　44 枚
　６トレンチ（1 ～ 4 区）　　1 箱　 　10 枚
　７トレンチ（1 ～ 9 区）　　4 箱　 　39 枚
　Ａ拡張区　　　　　　　　2 箱　 　15 枚
　Ｂ拡張区 　　　　　　　20 箱　   151 枚
　Ｃ拡張区　　　　　　　　1 箱　 　23 枚
　Ｄ拡張区　　　　　　　　1 箱　　   5 枚
　出土地点不明　　　　　　5 箱　 　30 枚
　小墓堂　　　　　　　　　2 箱　　   2 枚
　選抜資料（桒原報告掲載分）4 箱　 　80 枚
　選抜資料（未報告分）　 　 8 箱　 　38 枚
コンテナ数合計　76箱　　カード枚数752枚
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の内容を点検し、目録データベースを作成す
ることを目標とし、現在順調に作業を進めて
いる（対象とする文書群は別表の通り）。
　仮目録を点検して整備された目録を作成す
るためには、目録の体裁や記載内容などの形
式を決める必要がある。そのため、ほぼ月に
一度の頻度で関係するメンバーの会合を開
き、協議を重ねている。目録作成作業は内藤
路子が担当し、会合には神谷智・内藤路子・
荒木亮子・山下智也と山田が参加している。
2016年度に対象とする文書群
　　三河国渥美郡日出村斎藤家文書
　　近代渥美郡関係文書
　　渥美郡堀切村文書
　　渥美郡堀切尋常小学校文書
　　渥美郡保美村年貢免状文書
　　渥美郡畠村文書
　　渥美郡畠村松浦家文書
　　山田村泉福寺文書
　　渥美郡高木村文書
　　渥美郡江比間村文書
　　田原（野田村）役場文書
　　渥美郡田原町柴田家文書
　　田原文書
　　渥美郡田原町渥美電気株式会社文書
　　三河関係諸文書
　　渥美郡童浦村役場文書
　　島本彦次郎氏旧蔵文書
　　渥美郡高塚村小野田家文書
　　三河国渥美郡小嶋村文書
　　渥美郡小嶋村文書（二）
　　渥美郡関係文書
　　三河国渥美郡大岩村山本家文書
　　渥美郡大崎村文書
　　向草間村文書
　　橋良村文書
　　渥美郡福岡村芳賀家文書
　　渥美郡牟呂村白井家文書
　　渥美郡牟呂町杉浦家文書
　　三河国渥美郡青竹新田榊原家文書
　愛知大学綜合郷土研究所（郷土研）には、
長年にわたって収集されてきた歴史的古文書
が多数所蔵されている。仮目録をもとにして
古文書の点数を数えると、合計で５万点を超
える。地域別にみると、かつての三河国の東
部に所在したものが２万4000点余、遠江国の
ものが１万2000点余、三河国西部のものが
3500点余で、三河国と遠江国のもので４万点
を超える。このほか、尾張国のものが2500点
余、美濃国のものが4500点余、駿河国のもの
が2500点余で、信濃国・志摩国・近江国のも
のも数は少ないが収集されている。
　収集された古文書のほとんどについては仮
目録が作成されているが、これはあくまで「仮
目録」で、体裁も統一されておらず、内容の
検討も必要となる。またこの仮目録は研究所
に配架して閲覧に供しているのみで、広く一
般に公開されているわけではない。
　こうした状況を克服するため、形式や内容
の整備された目録を作成し公開する事業を新
たに始めることとした。従来の仮目録の内容
を点検して整備された「目録」を作成し、冊
子として刊行するとともに、目録データベー
スをホームページ上で公開するというのが具
体的な課題である。また、目録作成の作業や、
作成された目録をもとにして、古文書にかか
わる研究を進めることも目的としている。
　ただ、郷土研に所蔵されている古文書は膨
大で、短期間にすべての目録を作成すること
は難しいので、まずは愛知大学の所在する、
かつての三河国渥美郡の地域（田原市と、豊
橋市の朝倉川以南）に関係する分について作
業を進めることにした。今回の事業は2016年
から2018年までの３年間のもので、この間に、
この地域に所在した分の文書の目録を完成さ
せて冊子を刊行し、目録データベースをホー
ムページ上で公開する予定である。
　かつての渥美郡の地域に所在した古文書は
約7400点である（すでに史料集が刊行されて
いる渡辺家文書を除く）。2016年度において
は、このうち半数にあたる約3500点の古文書
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